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文や文章から情報を読
み取り意味を正しく理
解することができる。

・読書への意欲の差が大きい。
・授業を通して図書館を活用した。
・PBLを活用した授業を行うことで、調
べることに抵抗なく行うことができた。

B C

様々なことに興味を
もち調べたりまとめ
たりすることができ
る。

B

読み取りに必要なスキ
ルを身に付ける。

・図書館の資料を使い、情報カードを作
成させる際に読み取りに必要なスキルに
ついて指導を行うことができた。
・探求型学習の練習として図鑑を使って
調べ学習をした。

B B
自分の考えや思いを
伝えることができ
る。

B

・ふるさとのつながりに気
づき、ふるさとに支えられ
ていることを知る。
・働いている人の想いや願
いを意欲をもって探ろうと
する。

・それぞれの学年の教育活動に地
域の方との連携を取り入れ、ふる
さとの「ひと・もの・こと」から
学ぶ機会を作る。

・教育委員会、JAの方などプロの講師に
教えて頂き、学びが深まった。・地域の
方の指導を通して学習を充実させること
ができた。

A

・ひと・もの・こと
図鑑をさらに活用す
る。 A

・地域講師と連携した授業
を行うことができた。今後
も続けたい。

友達と助け合った
り、協力したりする
ことができる。

A

自分なりの目標をも
ち、努力し続けようと
する。

・キャリアパスポートを活用し、
これまでの学びや自分の成長を振
り返る。

・キャリアパスポートを積極的に学級に
提示し、児童が自分のなりたい姿をいつ
でも確認できるようにした。・家庭との
連携を通し、自分の成長を振り返ること
ができた。

A

・継続して行う。２学
期は行事等があり自分
を見つめ、自尊感情を
高める。

B

・行事ごとにキャリアパス
ポートの記入を行った。自
分がふりかえられるよう今
後も取り組む。

好き嫌いなく健康的
な生活をする。

B

個に応じたきめ細かな
指導を行う。

サポートファイルを活用して、支
援の記録を残し、全体で共有し、
適切な支援ができるようにする。

・個別の支援計画を作成し、家庭と連携
しながら支援を行った。
・個人的に支援の記録を積み重ねてた。 B

・サポートファイルを
学期末に提出し、共通
理解を行う。

B
・定期的に支援会議を行っ
た。全体の共有を今後も続
けたい。

ゲームやネットの利用につ
いて家族で話し合ったルー
ルを守ることができる。

B

特別支援教育Co.を中
心に、校内支援体制の
充実を図る。

校内支援委員会を月１回開くこと
で子どもの共通理解を図り、個に
応じた指導ができるようにする。

・校内支援委員会を行うことで、児童に
よりよい支援体制を話し合えた。
・保健室から見た様子など、たくさんの
場法共有ができた。

B

・校内支援委員会として継
続して行う。
・今後も保育園との連携を
密に行う。

B

・様々な機関と連携し、子どもの支
援にあたった。保育園との連携も行
い無理なく小学校生活をスタートす
るようにしたい、

全教育活動の中で人
権・同和教育を推進す
る。

・人権・同和教育全体計画および
研修計画に沿って、計画的に学
習・研修を行う。
・人権・同和教育に係る学習公開
およびPTA研修を行う。

・全体計画、年間計画の見直しができ
た。また、地域の実態に合ったPTA研修
や職員研修を設定することができた。 A

・人権感覚を高めるよ
うな授業つくりを今後
も行う。

A

・人権研修等、様々な講師
の話を聞き、人権感覚を育
てることができた。今後も
継続したい。

「道徳の時間」の
充実を図る。

・道徳教育全体計画および別葉に
従って、計画的に特別の教科・道
徳の指導を行うことで、自他の大
切さを認め、具体的な行動に表す
ことができるようにする。
・別葉の修正を行い、各教科・領
域の学習や学校行事との関連を図
る。

・計画的に行ってはいるが、児童の実践
意欲はあるものの、具体的な行動までは
まだである。
・道徳の別様の活用が不十分である。 B

・道徳の別様をサー
バーからプリントアウ
トし、それぞれが持っ
ておく。

B

・児童の規範意識を高める
よう、計画的に行い、自他
の大切さを認め、具体的に
行動に表せるようにする。

自他が気持ちよく、安
全に過ごせるよう生徒
指導の充実を図る。

・児童や学級の実態に合った生
活目標を立て、振り返りを行っ
て、課題解決につなげていく。

・学級で月目標を立て、毎日の帰りの会
で振り返りを行った。
・生活目標の振り返りが充分ではなかっ
た。
・全校的な振り返りが弱かった。

B

・新型ウイルスの関係で、
全校での振り返りができな
いので、きちんと学級毎に
振り返りを行う。

A

・毎月の目標をたて、学級
毎に振り返りをおこなっ
た。今後も継続したい。

教育相談の実施と、友だ
ちの良さを認める場を設
定する。

・教育相談で得た情報の活用の仕
方を検討する機会をつくる。
・児童会活動で「ありがとうの
木」を作成する。

・情報を、管理職・市と指導主任・ス
クールカウンセラーと共有できた。・あ
りがとうの木ができた。 A

・様々な機関と連携してい
る。継続して続ける。 A

・様々な機関と連携し、子
どもの支援にあたった。

☆評価A～Cについては児童のふり
かえりや保護者のふりかえりの結果
も交えて評定した

達成状況 評価 改善策 教員 達成状況と今後

①
体
力
づ
く
り
の
推
進

体育の授業
や 課 外 活
動、体を動
かす遊び等
を通して体
力を向上さ
せる。

自主的に体力づく
りに取り組む児童
を育てる。

・体育科の時間に、「体力アッ
プトレーニング」を実施する。
・全校遊び、縄跳び大会などを
実施し体力を向上させる。

・授業での2分間走や朝礼でのパ
ワーアップ体操を通して、体力向
上などを図ったクラスと「体力
アップトレーニング」を行う回数
が少なかったクラスがあった。
・熱中症対策のため、外で遊べな
い日が多かった。

B

・体力アップトレーニ
ングを積極的に取り入
れる。
・全校で走る機会（マ
ラソン）などを行い、
体力作りを行う。

B

・今後も、体育主任ととも
に、姿勢作り、体づくり、
体幹づくりの活動に取り組
む。

・安全・安心な学校環
境の整備を図る。
・災害時の適切な避難
方法を身に付ける。

・月に一度安全点検を行う。修
繕できるところはすぐに対応す
る。委員会に報告する。
・避難訓練での学級指導 (事
前・事後）を徹底する。

・安全点検が実行され、報告や修
繕ができた。

A

・継続して行う。

A

・今後も、継続して行う。

・けがや体調不良に対
して、担任と養護教諭
が連携し適切な対応を
行う。

「保健室⇔担任連絡票」を活用
して、情報共有を行う。

・養護教諭と連携し、児童の体調
や精神面の状態の把握に努めた。 A

・継続して行う。

A

・子ども一人一人の情報を共有
し、体調や精神面を大切にした
体制を継続して行う。

健康や安全
に関する知
識・技能、
継続的に実
践できる。

・様々な機会をとらえ
て、食育指導や保健指
導などの健康教育を行
う。

・「ごうだっこいきいきカー
ド」を年５回活用していくこと
で、健康や安全に関する・知識
技能を身に付け、継続的に実践
できるようにする。
・学校保健委員会を設ける。

・「郷田っ子いきいきカード」に
ついて、中学校との連携がうまく
いかず、１学期は１回しか実施す
ることができなかった。 A

・保健だよりで保護者
へ郷田っ子いきいき
カードのねらいや結果
について知らせる。

A

・郷田っ子いきいきカード
を行い、ねらいや結果につ
いて定期的に知らせた。今
後も続けていく。

学校経営方針や教育活
動の情報を積極的に発
信し、理解啓発を図
る。

・計画的な学校便りの発行や、
学級だより、学校ＨＰの活用、
連絡メールの活用、学校行事等
の適時的案内を行い、教育活動
を広く保護者や地域に公開す
る。

・学級だよりを定期的に発行し、
児童の学校での生活の様子を伝え
ることができた。 A

・ホームページ等の活用を
し保護者へ知らせる。
・連絡メールについては必
要に応じて行う。

B

・連絡メールを使用して、学校
のお知らせをした。学級だより
は定期的にどの学年もバランス
よく出せるようにした。

校務分掌組織を活用し
た学校経営の一貫とし
ての学校評価に努め
る。

・学校経営方針の評価と他の評
価指標との突き合わせを行うこ
とで、評価により客観性をもた
せる。

・評価項目をそれぞれの部に分か
れて、検討することができた。 B

・PDCAサイクルを行い今
後も修正や改善を行いより
よい学校にしていく。

B

・定期的に集まり部会を開いたが、
今後は評価の項目を検討し、より教
育目標に迫れるようにしたい。

教職員の服務に応じた
資質能力の向上のため
の職員研修を充実す
る。

・学力向上のための授業づくり
とそれを支える学級経営・学級
づくり研修等の学びの場を設定
し、学校としての実践的指導力
の向上を図る。

・教職員研修で適宜行った。
・校内研修を行い、情報発信に努
めた。 B

・今後も校内研究や研
修を通して授業つくり
をしていく。 B

・授業づくりの研修は行った。今後
は計画的に学級経営や学級づくりの
研修等の学びの場を設定し、学校と
しての実践的指導力の向上を図る。

落ち着いた学習・生活
に取り組むことのでき
る環境づくりをする。

・教職員で知恵を出し合い、子
どもにより有効な学習が行える
ように整理整頓するなど、協力
して環境美化に努める。

・教室内の整理整頓を行い環境美
化に努める。
・教育環境として職員の確保が必
要。

B

・児童が安心して過ごせる
環境作りを引き続き行う。
・ゆとりをもって授業が行
える校内体制（人材）

A

・校内整備に努め、児童が安心
して通えるように改善した。

自己評価については、　Ａ：十分達成　　　Ｂ：ほぼ達成　　　Ｃ：一部に課題がある　　Ｄ：大きな課題がある　　とし、

アンケート結果、実績値などの数値化によって評価する。　その場合、１００％の達成率に対して、Ａ：８０％以上　Ｂ：６０～７９％　Ｃ：４０～５９％　Ｄ：３９％以下とする。　　

学校関係者評価委員さんの評価

②
健
康
教
育
・
安
全
教
育
の
推
進

中期目標
(今年度の学校経営の重点）

健康や安全
に配慮され
た環境の中
で学ぶこと
ができる。

人
権
教
育
・
特
別
支
援
教
育
の
推
進

適切な支
援を受け
ながら見
通 し を
もって学
ぶ。

学びを通
して、自
分の良さ
に気づき
自尊感情
を 高 め
る。

短期目標
（具体的な目標）

認
め
合
い
、

支
え
合
う
子
ど
も
の
育
成

自他の大
切さを認
め、具体
的な行動
に表す。

・毎月5冊以上本を借りるように
指導する。読書をすることでテキ
ストを読むことに慣れる。
・読書ノート指導に取り組む。読
書ノートに書くことで、読み取っ
たことや感じたことを整理し、表
現する経験を積む。
・探求型学習を学期1回以上行
う。探求型学習を行うことで、情
報収集から表現活動まで一貫した
指導の場をつくり、トータルで児
童の力を伸ばす。

夢を抱く
力と夢を
叶える力
をバラン
スよく伸
ばす。

②
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ

リ
ア
教
育
の

推
進

自
ら
学
び
共
に
学
ぶ
子
ど
も
の
育
成

①
国
語
力
の
育
成

・読書をするよう委員会の
取組や声かけを積極的にす
る。
・PBLを活用した授業公開
の研修を通してPBLの授業
つくりをさらに深める。
・国語の授業を柱にして正
確に理解し適切に表現する
力をつけられるよう授業改
善を行う。

家
庭
・
地
域
社
会
と
つ
な
が
り
、

よ
り
よ
い
教
育
を
提
供
す
る

学
校
づ
く
り

積極的な情報発
信、計画的な教
育活動の公開

学校改善を進め
るための学校評
価の活用

国語で正
確に理解
し適切に
表現する
ことがで
きる。

指導力・対応力
の向上を図る校
内研修の推進

教育環境の整備

健
康
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成

・探究型の学習が浸透してきた。
・読書に触れる機会が少ないという
反省から、低学年から読書の機会を
設定し、習慣づけることを行う。最
後まで読み切る。読み切るような経
験を積むように指導する。
・読書ノートの指導が不十分だっ
た。今後は発達段階に合わせた指導
を行う。

成果・取組指標
（目標達成のための手立て）

・今後も本に触れる機会を設
けて、読書好きな児童になる
ように取り組んでほしい。
・児童だけでなく、保護者も
本に触れる機会がない。一
緒に本を読むなどして活字
に触れる機会を増やすよう
にしたい。（例えば家読など）
・個人的には世の中の情報
を聞いたり読んだりしている
だろうが、家族の団らんの中
では薄くなってきている。コ
ミュニケーションの力も薄く
なってきているように思う。家
族の意見を交流し合うことも
くなってきている。学校で取り
組めることがないか、家庭と
協力しながら行っていきた
い。
・深い意味での郷土愛を育
ててほしい。深い意味とは、
将来ここで生活し町を守って
いこうとする心。
・てごネットさんや地域人材
を活用してふるさと教育も進
めてほしい。
・避難訓練、災害が起きた時
などの訓練等今後も進めて
ほしい。
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中期目標
(今年度の学校経営の重点）

短期目標
（具体的な目標）

成果・取組指標
（目標達成のための手立て）

１学期末の達成状況 　　　　　　　　　年度末の結果
児童のアンケートと照らし合わせた成果と課題


